同 二十 六日 —— 「午後 林を訪 う。 林の 奥に 座して 

四顧し、 傾聴し、 睇視 し、 黙想す」 

十 一 月 四日 —— 「天 高く 気 澄む、 夕暮に 独り 風 吹く 

野に 立てば、 天外の 富士 近く、 国境 をめ ぐる 連山 

地平線 上に 黒し。 星 光一 点、 暮色よう やく 到り、 

林 影よう やく 遠し」 

同 十八 日 —— 「月 を 踏んで 散歩す、 青 煙 地 を 這い 月 

光林に 砕く」 

同 十九 日 —— 「天晴れ、 風 清く、 露 冷やかな リ。 満 

まじ こずえ てん 

目 黄葉の 中 緑樹 を 雑 ゆ。 小鳥 梢に 囀ず。 一路 人 

► J うぎ ん 

影な し。 独り 歩み 黙思 口吟し、 足に まかせて 近郊 



きて みごとな り。 しばらくして 薄雲 か か リ 日光 寒 

し」 

同 二十 二日 —— 「雪 初めて 降る」 

三十 年 一 月 十三 日 II 「夜更けぬ。 風 死し 林 黙す。 

雪し きりに 降る。 燈を かかげて 戸外 をう かがう、 

降雪 火影に きらめきて 舞う。 ああ 武蔵野 沈黙す。 

しかも 耳を澄ませば 遠き かなたの 林 を わたる 風の 

音す、 はたして 風 声 か」 

同 十四日 —— 「今朝 大雪、 葡萄棚 堕ちぬ。 

夜更けぬ。 梢 を わたる 風の 音 遠く 聞 こ ゆ、 ああ こ 

よさむ こがらし 

れ武蔵 野の 林より 林 を わたる 冬の 夜寒の 風 なる 



かった が、 ただよう やく 聞 取れる か 聞 取れぬ ほどの 

ささや さ 

しめ やかな 私語の 声であった。 そよ 吹く 風 は 忍ぶ よ 

うに 木末 を伝ッ た、 照る と 曇る とで 雨に じめつく 林 

の 中の ようすが 間断な く 移り変わ ッた、 あるいは そ 

くま 

こに ありと ある 物す ベて 一時に 微笑した ように、 隈 

なく あかみ わた ッて、 さの み繁 くもない 樺の ほそ ぼ 

みき こうたく 

そとした 幹 は 思いが けず も 白 絹め く、 やさしい 光沢 

を 帯び、 地上に 散り 布いた、 細かな 落ち葉 はにわ か 

に 日に 映 じて まば ゆきまでに 金色 を 放ち、 頭 を かき 

わらび たぐ 

むし ッ たような 『パ アポロ トニ ク』 (蕨の 類い) の 

くき つ ぶどう 

みごとな 茎、 しかも 熟え すぎた 葡萄め く 色 を 帯びた 



音。 遠く 響く 砲声。 隣の 林で だしぬけに 起こる 銃 音。 

おとな 

自分が 一 度 犬 を つれ、 近 処の林 を 訪 い、 切株に 腰 を か 

ま 'V 

けて 書 を 読んで いると、 突然 林の 奥で 物の 落ちた よう 

な 音が した。 足 もとに 臥て いた 犬が 耳 を 立てて きっと 

その ほう を 見つめた。 それぎ りであった。 たぶん 栗が 

くりの き 

落ちた のであろう、 武蔵 野に は栗樹 もずい ぶん 多い か 

ら。 

しぐれ ゆうじゃく 

もし それ 時雨の 音に 至つ て はこれ ほど 幽寂 の もの 

はない。 山家の 時雨 は 我国で も 和歌の 題にまで なって 

いるが、 広い、 広い、 野末から 野末へ と 林 を 越え、 杜 

を 越え、 田 を 横ぎ り、 また 林 を 越えて、 しのびやかに 



ゆ しず お-つよ-つ 

通り 過く 時雨の 音の いかにも 幽かで、 また 鷹揚な 趣き 

やさ ゆか 

があって、 優しく 懐し いのは、 じつに 武蔵 野の 時雨の 

特色であろう。 自分が かって 北海道の 深 林で 時雨に 

逢った ことがある、 これ はまた 人跡 絶無の 大 森林で あ 

るから その 趣 はさら に 深いが、 その代り、 武蔵 野の 

しぐれ ささや 

時雨の さらに 人な つかしく、 私語く がごと き 趣 はない。 

秋の 中 ごろから 冬の 初め、 試みに 中 野 あたり、 ある 

いは 渋 谷、 世田ケ 谷、 または 小金 井の 奥の 林 を 訪 うて、 

しばらく 座って 散歩の 疲れ を 休めて みよ。 これらの 物 

音、 たちまち 起こり、 たちまち 止み、 しだいに 近づき、 

しだいに 遠ざかり、 頭上の 木の葉 風な きに 落ちて かす 



かな 音 をし、 それ も 止んだ 時、 自然の 静蕭を 感じ、 

永 遠の 呼吸 身に 迫る を覚 ゆるであろう。 武蔵 野の 冬 

の 夜更けて 星斗 闌干 たる 時、 星 を も 吹き落と しそうな 

のわき 

野 分が すさまじく 林 を わたる 音 を、 自分 はしばしば 日 

記に 書いた。 風の 音 は 人の 思い を 遠くに 誘う。 自分 は 

この もの ！k い 風の 音の たちまち 近くた ちまち 遠き を 聞 

きて は、 遠い昔からの 武蔵 野の 生活 を 思いつ づけた こ 

とも ある。 

熊 谷 直 好の 和歌に、 

よもす から 木 葉 かたよる 音き け は 

しの ひに 風の かよ ふなり けり 



れて、 そりかえ ッた 細かな 落ち葉が あわただしく 起 

き 上がり、 林に 沿うた 往来 を 横ぎ つて、 自分の 側 を 

K け通ッ た、 のらに 向か ッて 壁の ようにた つ 林の 一 

面 はすべ て ざわざわ ざ わつ き、 細 末の 玉の 屑 を 散ら 

きらめ 

したよう に 煌き はしない がちら ついていた。 また 

くさ はぐ さ わら 

枯れ草、 莠、 藁の 嫌いな くそ こら 一面にから みつい 

< ち なび 

た 蜘蛛の巣 は 風に 吹き 靡かされて 波た ッ ていた。 

自分 はたち どまった …… 心細くな つてき た、 眼に 

さえぎ 

遮る 物象 はサッ パリと はして いれ ど、 おもしろ 気 

もお かし 気 もな く、 さびれ はてた うちに も、 どうや 

ら 間近に な ッた 冬の すさまじ さが 見透かされ るよう 



冬へ かけての 光景 も、 およそ こんな ものである。 武蔵 

野に はけつ して 禿山 はない。 しかし 大洋のう ねリ のよ 

うに 高低 起伏して いる。 それ も 外見に は 一 面の 平原の 

ぐ ぼ 

ようで、 む しろ 高台 のと ころ どこ ろが 低く 窪ん で 小さ 

な 浅い 谷 をな している と い つた ほうが 適当であろう。 

この 谷の 底 はたい がい 水田で ある。 畑 はお もに 高台に 

ある、 高台 は 林と 畑と で さまざまの 区劃 をな している _ 

畑 はすな わち 野で ある。 されば 林 とても 数 里に わたる 

いな 

ものな く 否、 おそらく 一里に わたる もの も あるまい、 

い ちぼう 

畑 とても 一 眸数 里に 続く もの はなく 一 座の 林の 周囲 は 

畑、 ー既の 畑の 三方 は 林、 というよ うな 具合で、 農家 



粘土質の ほとんど 壁 を 塗 つ たような 深い 溝 を 流れる の 

で、 水と 水と が もつれてから まって、 揉みあって、 み 

ずから 音 を 発する ので ある。 何たる 人な つかしい 音 だ 

ろう！ 

This w ひ ter-s pleaisaint tune 

With some old Border sonTO, or Cabell, 

Thait suits a sllmmer-s noon: 

の 句 も 思いだ されて、 七十 二 歳の 翁と 少年と が、 そこ 

ら 桜の 木蔭に でも 坐って いないだろうかと 見廻 わした 

くなる。 自分 はこの 流れの 両側に 散 点す る 農家の 者 を 



しゃ. P せ むぎ. P らまう し 

幸福の 人々 と 思った。 むろん、 この 堤の 上 を 麦藁帽子 

と ステッキ 一 本で 散歩す る 自分た ち を も。 

七 

自分と いっしょに 小金 井の 堤 を 散歩した 朋友 は、 今 

は 判官に なって 地方に 行って いるが、 自分の 前号の 文 

を 読んで 次の ごとくに 書いて 送って きた。 自分 は 便利 

のために これ を ここ に 引用す る 必要 を 感ずる 武蔵 

かん どうかん かさ 

野 は 俗にい う 関 八州の 平野で もない。 また 道灌が 傘の 

やまぶき 

代りに 山吹の 花 を 貰った と いう 歴史的の 原で もない。 



あって、 今日の 光景で はたと ぇ徳 川の 江戸で あつたに 

しろ、 この 評語 を 適当と 考えられる 筋 も ある。 このよ 

まっさつ 

うな わけで 東京 はかならず 武蔵 野から 抹殺せ ねばなら 

ぬ。 

しかし その 巿の 尽くる 処、 すなわち 町 外 ずれ はかな 

らず 抹殺して はならぬ。 僕が 考えに は武蔵 野の 詩趣 を 

はす だ 1> もく 

描く に はかならず この 町外れ を 一 の 題目と せねば なら 

どうげん ざ か 

ぬ と 思う。 た と えば 君が 住まわれた 渋 谷の 道玄坂 の 近 

ぎよ うにん ざ か 

傍、 目 黒の 行人 坂、 また 君と 僕と 散歩した ことの 多い 

きし もじん 

早稲 田の 鬼子 母 神 あたりの 町、 新 宿、 白金 …… 

また 武蔵 野の 味 を 知る に は その 野から 富士山、 秩父 



東京 近郊に 及んで は 千駄ケ 谷、 代々 木、 角 害な どの 諸 

村の 間 を 流れて 新 宿に 入り 四 谷 上水と なる。 また 

井頭 池 善 福 池な どより 流れ出で て 神 田 上水と なる も 

の。 目 黒 辺 を 流れて 品 海に 入る もの。 渋 谷 辺 を 流れて 

かなす ぎ さ ぃリ ゆうしょうきよ 

金 杉に 出ず る もの。 その他 名 も 知れぬ 細流 小 溝に 至 

るまで、 もし これ をよ そで 見るならば 格別の 妙 もな け 

れど、 これが 今の 武蔵 野の 平地 高台の 嫌いな く、 林 を 

かく まが 

くぐり、 野 を 横切り、 隠れつ 現われつ して、 しかも 曲 

おもむき 

リ くねって (小金 井 は 取 除け) 流る る 趣 は 春夏秋冬 

に 通じて 吾ら の 心を惹 くに 足る ものが ある。 自分 はも 

と 山 多き 地方に 生長した ので、 河と いえばず いぶん 



しゅくえき 

処の、 巿 街と もっかず 宿駅と もっかず、 一種の 生活と 

一 種の 自然と を 配合して 一 種の 光景 を呈 しおる 場処を 

描写す る ことが、 すこぶる 自分の 詩興 を 喚び 起こす も 

妙で はない か。 なぜかよ うな 場処が 我らの 感を惹 くだ 

らう か 〔# 「だら うか」 は ママ r 自分 は 一 言に して 答え 

まち はず 

る ことができる。 すなわち このような 町外れの 光景 は 

何となく 人 をして 社会と いう ものの 縮図で も 見る よう 

な 思い をな さしむ るからで あろう。 言葉 を 換えて いえ 

ば、 田舎の 人に も 都会の 人に も 感興 を 起こさし むる よ 

うな 物語、 小さな 物語、 しかも 哀れの 深い 物語、 ある 

ほうふく 

いは 抱 腹す るよう な 物語が 二つ 三つ そこらの 軒先に 隠 
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